
令和５年度宍粟市子ども・子育て支援事業計画の実施状況について

■教育・保育ニーズ （令和５年10月末現在）

Ｒ５年度計画 Ｒ５年度実績

4月1日 7月31日(C)

教育（1号）3歳児
（幼稚園、認定こども園）

33人 34人 34人 0 人

教育（1号）4-5歳児
（幼稚園、認定こども園）

55人 50人 50人 0 人

合　計 83人 230人 88人 84人 84人 0 人

保育（3号）0歳児
（保育所、認定こども園）

17人 72人 19人 54人 54人 0 人

保育（3号）1-2歳児
（保育所、認定こども園）

246人 294人 262人 270人 270人 0 人

保育（2号）3-5歳児
（保育所、認定こども園）

516人 578人 523人 529人 529人 0 人

合　計 779人 944人 804人 853人 853人 0 人

事業名 Ｒ５年度の実施状況

 　【10月末在籍児童内訳】
　　公立幼稚園　 4園（3歳児15人、4-5歳児18人）
　　公立こども園  3園（3歳児8人、4-5歳児16人）
　　私立こども園  3園（3歳児11人、4-5歳児16人）
　　　合計　　　　  10 園（3歳児34人、4-5歳児50人）
　　　　　　　　　　　※管外受託含む（0人）

　【10月末在籍児童内訳】
　公立保育所 　2所（0歳児2人、1-2歳児20人、3-5歳児56人）
　公立こども園  3園（0歳児6人、1-2歳児53人、3-5歳児102人）
　私立保育所　7所（0歳児35人、1-2歳児131人、3-5歳児256人）
　私立こども園  3園（0歳児11人、1-2歳児66人、3-5歳児115人）
　　合計　　　   15園（0歳児54人、1-2歳児270人、3-5歳児529人）
      ※管外受託含む（0歳児1人、1-2歳児11人、3-5歳児15人）

利用希望者
(D)

利用定員
（B)

園所児童数
（D)-（C)

量の見込み
（A)

Ｒ５年度の実施状況

230人83人
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令和５年度宍粟市子ども・子育て支援事業計画の実施状況について

■地域子ども・子育て支援事業 （令和５年10月末現在）

Ｒ５年度計画 計画との差

量の見込み（A) 提供量（B) 利用希望者数 （B)-（A)

①利用者支援事業
　　【保健福祉課】

か所数 2か所 2か所 2か所 0 か所

　基本型と母子保健型の２類型を開設し、妊娠期から子育て期ま
で母子保健や子育て支援センター等と連携を取りながら包括的に
切れ目なく支援を行っている。基本型は子育て専門員によって子
育てに関する相談や子育て情報の提供を行い、母子保健型は特
に支援が必要な母子に子育て支援コーディネーター（保健師）が中
心となって支援の調整等を行っている。

②時間外保育事業
　（延長保育事業）
　　【こども未来課】

実人数 129人 68人 68人 △ 61 人
認可保育所６所・こども園６園
　実利用人員68人/延べ1,532人

③放課後児童健全育成事業
　（学童保育所）
　　【こども未来課】

実人数 401人 390人 394人 △ 11 人
公立学童保育所…320人（定員440人）
私立学童保育所…70人（定員76人）

④子育て短期支援事業
　　【保健福祉課】

延人数 7人 0人 0人 △ 7 人
　必要な事例があった場合に事業の利用ができるように、近隣市
町にある複数の児童養護施設等と委託契約を締結している。令和
５年度は今のところ利用実績はない。

⑤乳幼児家庭全戸訪問事業
　　【保健福祉課】

実人数 177人 85人 85人 △ 92 人

　保健師が全乳児を対象として訪問を行っている。市外への里帰
り等の乳児には市外里帰り先の母子保健担当に依頼し訪問を
行ってもらう体制をとっている。年々出生数は減少傾向傾向にあ
る。

⑥養育支援訪問事業
　　【保健福祉課】

実人数 5人 0人 0人 △ 5 人

　必要な事例があった場合に事業の利用ができるように体制を整
えているが、母子保健として保健師が継続して関わる必要がある
場合は、訪問により相談や指導を実施している。令和５年度は今
のところ利用実績はない。

事業名 令和５年度の実施状況
令和５年度実績

単位
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令和５年度宍粟市子ども・子育て支援事業計画の実施状況について

■地域子ども・子育て支援事業 （令和５年10月末現在）

Ｒ５年度計画 計画との差

量の見込み（A) 提供量（B) 利用希望者数 （B)-（A)
事業名 令和５年度の実施状況

令和５年度実績
単位

⑦地域子育て支援拠点事業
　　【保健福祉課】

延組数 682人 430人 430人 △ 252 人

　市内４か所の子育て支援センターで、親子のグループ活動や子
育て講演会、イベント、子育て相談等を実施し、親同士の交流を促
進し子育て支援を推進している。数年新型コロナウイルスの影響
により減少していた頃に比べるとやや増加傾向である。

⑧一時預かり事業
（幼稚園在園児対象）
　　【こども未来課】

延人数 6,187人 921人 921人 △ 5,266 人

こども園６園　延べ794人/年（実人数28人）
山崎幼稚園あずかり保育　延べ28人/年（実人数4人）
河東幼稚園あずかり保育　延べ70人/年（実人数13人）
波賀幼稚園あずかり保育　延べ29人/年（実人数5人）

⑧一時預かり事業
（幼稚園在園児以外）
　　【こども未来課】

延人数 1,155人 318人 318人 △ 837 人
　認可保育所４所・こども園６園
　　延べ318人/年（実人数34人）

⑨病児・病後児保育事業
　　【社会福祉課】

延人数 117人 235人 266人 118 人

１日あたり利用定員：３人、年間開所日数：243日見込
利用登録児童数：97人
利用児童数（実人数）53人、保護者数（実人数）33人
お便り（そらまめーる）２回発行（保育所等を通じて保護者へ配布）

⑩ファミリーサポートセンター事業
（就学児のみ）
　　【社会福祉課】

延人数 545人 375人 379人 △ 170 人

【令和5年9月末現在】
会員数　257人
（お願い会員：115人、まかせて会員：129人、両方会員：13人）
活動回数：391件（未就学児含む）　　交流会：1回　　講習会：1回
主な利用：習い事送迎、学童保育終了後の預かりなど
ファミサポ利用料補助金（ひとり親）：6人

⑪妊婦健康診査事業
　　【保健福祉課】

延人数
（回数）

2,090人 980人 980人 △ 1,110 人

　母子健康手帳交付時に14回93,000円分の妊婦健診助成券を交
付し、県内産婦人科受診時に自己負担がほとんどなく受診でき、
経済的理由に関係なく妊婦健診を受診できる体制をとっている。県
外医療機関受診の場合、償還払いにより負担支援を行っている。
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